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                                           組　　　番　名前　　　　　　　　　　　
ネットワークの仕組み②　・・・未来の通信方式を選択しよう②

課題１　実験結果から２つの通信方式の特徴を見つけよう
実験結果のかかった時間を比べて言えることは
	・回線交換方式は、



・パケット交換方式は、






課題２　2人の技術者の提案を分析しよう
①回線交換とパケット交換の特徴について、２人の技術者の意見を整理しよう
	
	回線交換方式
	パケット交換方式

	通信速度について
	

	

	たくさんのコンピュータが同時に通信すると
	
	




②どうして提案する技術が違うのか理由を考えよう
	自分の考え
	




	グループの考え
	




	クラスの考えをまとめると
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課題3　どちらの技術を採用すべきか、大統領に提案しよう
	自分の提案
	提案：（　　　　　　　　　）方式
理由：




	グループの提案
	提案：（　　　　　　　　　）方式
理由：





実際に採用された通信方式・・・・（　　　　　　　　　　　　　）方式


課題４　ふりかえり
①２つの方式の特徴を発見できたか・・・・（　５　４　３　２　１　）
②現在のインターネットが採用している（　　　　　　　　　）方式は、
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特徴があるため、
	




ネットワークとなっている。
もし、（　　　　　　　　）になったら、
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）特徴があるため、
	




　ことが起こる。
③授業を通して、自分が新しく考えたり学べたりしたことを書きましょう



[image: ]技術者Aの提案

私が提案するのは、回線交換方式と呼ばれる通信方式です。
回線交換方式は、通信を開始するときに専用の通信回線を確保して通信する方式です。
回線を占有して通信するため、通信が始まれば同じ通信速度で通信することができます。これは、パケット交換方式にはない特徴です。
たくさんのコンピュータが同時に通信をしようとすると回線が不足し、電話と同じように「話中」や「パンク」で通信できなくなります。これは、電話と同じくらい回線の数を増やせば十分に対応できると考えられます。
将来、コンピュータ同士で重要な情報を通信することになることが予想されます。例えば、銀行間で行う何億円もの取引をコンピュータで行ったり、国の運命がかかるような情報のやり取りも、コンピュータで行うようになるでしょう。そのような大切な通信には、安定した通信速度が欠かせません。そのため、この回線交換方式を提案します。


















[image: ]技術者Bの提案


私が提案するのは、パケット交換方式と呼ばれる通信方式です。
これは、送信するデータをパケットと呼ばれる小さいかたまりに分割して、送信する方法です。
回線を占有しないため、１つの回線を色々なあて先のパケットが同時に通過することができます。そのため、たくさんのコンピュータが同時に１つの回線を使って通信できます。これは、回線交換方式にはない特徴です。
あまりに多くのコンピュータが同時に通信をしようとすると回線が混雑し、通信速度が低下します。これは、回線を改良し、同時に通れるデータの量を増やすことで、対応できると考えられます。
将来、通信を行うコンピュータの数は爆発的に増えることが予想されます。１人１人がコンピュータを持ち通信を行ったり、自動車やエアコン、お風呂といったいろいろな機械が通信を行うようになるでしょう。その実現には、限られた通信回線で、たくさんの機器が同時に通信を行える必要があります。そのため、このパケット交換方式を提案します。
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